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令和２年第6回定例会が6月12日から6月17日までの6日間開催されました。

報告3件、承認1件、議案9件、同意8件が審議され全会一致で可決しました。

一般会計歳入歳出補正予算（第3号）

会 計 名 補 正 額
補正後の

予 算 額
補正の主な理由及び事業

一般会計 154,404千円 2,399,633千円

主なものとして、国・県補助事業の確定

や緊急を要する修繕等に伴うものです。

・議会費 △1,300千円

・総務費 13,503千円

・民生費 800千円

・商工費 5,822千円
・土木費 133,000千円

・消防費 2,550千円

・災害復旧費 29千円

令和2年第6回（6月）定例会

主な補正

〇議員研修旅費
要旨 本年度の議員研修費を減額し、新型コロナウイルス感染症対策へ充当するも

のです。 △1,300千円

〇田尻倉庫横擁壁工事
要旨 田尻倉庫横の擁壁を改修するものです。 2,400千円

〇ふるさ寄付金管理システム改修
要旨 ふるさと納税の管理システムを導入し、納税額の向上や作業の効率化を図る

ものです。 1,400千円

〇保育園外壁修繕及び遊具の修繕
要旨 保育園の木造外壁の老朽化による修繕や遊具の修繕を行うものです。

1,500千円

〇村内商品魅力伝達強化事業
要旨 村及び村産品の認知度向上を図るため、記事や写真を刷新し、村の紹介や商品

生産者の思い等を編集し、ふるさと納税サイトに掲載する事業費です。4,500千円

〇里山住宅上山鹿団地環境整備
要旨 震災仮設住宅を整備した上山鹿団地の外構工事費です。 8,000千円

〇定住促進団地整備（上止り山団地2号棟建設）
要旨 上止り山団地（ヒゴタイハイツ単身住宅）の2号棟の整備費です。 110,000千円

産
山
保
育
園
外
壁
修
繕

上
山
鹿
団
地
環
境
整
備
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予算以外の主な内容

〇同意第3号～第10号 産山村農業委員会委員の選任について同意を求める件に

ついて

村農業委員の任期満了に伴い、新たな農業委員の選任について議決が求めら

れました。

次期農業委員

〇議案第40号～第43号 「株式会社うぶやま」の株主総会における議決権の行使について

株式会社うぶやまの取締役の任期満了に伴い、下記の方が選任されました。

なお、今回の選任は、執行部と議会が一丸となって経営・組織改革を行うため、議会議員から４名の選任を行いました。

報告第 2号 令和元年度産山村一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 原案報告

報告第 3号 令和元年度産山村簡易水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告について 原案報告

報告第 4号 「株式会社うぶやま」の経営状況報告（令和元年度第4四半期）について 原案報告

承認第 5号 産山村過疎地域自立促進計画の一部変更の承認について 原案承認

議案第36号 令和2年度産山村一般会計歳入歳出補正予算（第3号）について 原案可決

議案第37号 産山村税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第38号 産山村国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第39号 産山村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

同意第 3号 産山村農業委員会委員の選任について同意を求める件について 原案同意

同意第 4号 産山村農業委員会委員の選任について同意を求める件について 原案同意

同意第 5号 産山村農業委員会委員の選任について同意を求める件について 原案同意

同意第 6号 産山村農業委員会委員の選任について同意を求める件について 原案同意

同意第 7号 産山村農業委員会委員の選任について同意を求める件について 原案同意

同意第 8号 産山村農業委員会委員の選任について同意を求める件について 原案同意

同意第 9号 産山村農業委員会委員の選任について同意を求める件について 原案同意

同意第10号 産山村農業委員会委員の選任について同意を求める件について 原案同意

議案第40号 「株式会社うぶやま」の株主総会における議決権の行使について 原案可決

議案第41号 「株式会社うぶやま」の株主総会における議決権の行使について 原案可決

議案第42号 「株式会社うぶやま」の株主総会における議決権の行使について 原案可決

議案第43号 「株式会社うぶやま」の株主総会における議決権の行使について 原案可決

議案第44号 「株式会社うぶやま」の株主総会における議決権の行使について 原案可決

6月定例会上程議案一覧

井 敏博 氏 井 信雄 氏 井 美奈子 氏 池辺 誓 氏

工藤 奈桜美 氏 嶋井 眞代 氏 芹井 剛 氏 山部 光一 氏

市原 正文 氏 白石 巖 氏 岩下 徳行 氏 城本 俊成 氏 西村 直樹 氏
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4月27日、条例4議案、予算１議案について、臨時会が開催され、全会一致にて可決されました。

今回の臨時会の一般会計補正予算については、新型コロナウイルス感染症対策に伴うものです。

一般会計歳入歳出補正予算（第１号）

〇特別定額給付金・国からの新型コロナウイルス感染症に伴う経済的

影響への緊急対策として一律一人当り10万円を給

付するものです。

〇生活支援給付金・村の単独事業で村内に住民基本台帳に記載された

方を対象に一律一人当り1万円を給付するものです。

〇新型コロナウイルス・村内で宿泊業、飲食業を営む方で、令和2年4月29日から5月6日(8日間）まで休業された方

感染症対策に伴う を対象に一律10万円の休業協力金を支給するものです。

休業協力金

5月21日、国の新型コロナウイルス感染症対策に伴う補正予算が可決され、それに伴う補正

予算１議案について、臨時会が開催され、全会一致にて可決されました。

一般会計歳入歳出補正予算（第2号）

令和2年第4回（4月）臨時会

会計名等 補正額 補正後の予算額 補正の主な理由及び事業

一般会計 173,492千円 2,229,492千円

主な補正予算として新型コロナウイルス

感染症対策に伴う補正

・特別定額給付金 148,000千円

・生活支援給付金 14,800千円
・新型コロナウイルス感染症対策に伴う

休業協力金 1,600千円

令和2年第5回（5月）臨時会

会計名等 補正額 補正後の予算額 補正の主な理由及び事業

一般会計 15,737千円 2,245,229千円
主な補正予算として国の新型コロナウイルス

感染症対策補正予算に伴う下記の対策です。

〇村民消費喚起商品券

6,450千円

村内の消費喚起対策として1世

帯当り1万円の商品券を交付す

るものです。

〇新型コロナウイルス感染症対策

1,050千円

サーモグラフィー体温計

4台 購入

〇タブレット端末購入及び設定委託

5,777千円

産山学園にタブレット端末を導入し、

家庭学習の補助教材として活用

村民消費喚起商品券
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6月25日、条例1議案、予算１議案、議会の議決すべき

議案１件について、臨時会が開催され、全会一致にて可
決されました。

今回の臨時会案件については、新型コロナウイルス感

染拡大の影響に伴い、第三セクター「株式会社うぶやま」

の経営状況が著しく悪化しているため、20,000千円を限
度として貸付を行うものでのです。

○議案第45号 産山村第三セクター運営等資金貸付条例の制定について
○議案第46号 「株式会社うぶやま」の取締役会における議決権の行使について

一般会計歳入歳出予算（第4号）

7月10日、予算2議案について、臨時会が開催され、全会一致にて可決されました。

なお、予算2議案のうち、産山村国民健康保険特別会計（第1号）については、執行部

より事件撤回されました。

一般会計歳入歳出補正予算（第5号）

会計名等 補正額 補正後の予算額 補正の主な理由及び事業

一般会計 20,000千円 2,419,633千円
主な補正は、「株式会社うぶやま」へ

の運営資金貸付に伴う補正です。

令和2年第7回（6月）臨時会

令和2年第8回（7月）臨時会

会計名等 補正額 補正後の予算額 補正の主な理由及び事業

一般会計 91,595千円 2,511,228千円
主な補正は、新型コロナウイルス感染症対策

及び7月梅雨前線豪雨災害に伴う補正です。

〇事業継続・雇用維持等支援事業
56,606千円

〇地域経済活性化等支援事業
18,270千円

新型コロナウイルス感染症

対策のため、公共施設等に予

防設備や備品を備えるもので

す。

・簡易ベット 10台

・空調設備 19台

・外出支援車 1台

・サーモグラフィー体温計

2台

〇阿蘇火山防災園芸対策事業
10,895千円

阿蘇山噴火に伴う降灰対策

として、園芸施設の被覆材の

補助を行うものです。

（県補助事業）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
村
内
の
商

業
観
光
等
施
設
の
景
気
回
復
の
た
め
、
宿
泊

費
の
一
部
負
担
、
特
定
事
業
へ
の
家
賃
補
助

等
を
行
い
、
下
支
え
す
る
も
の
で
す
。

阿蘇山降灰対策事業
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一般会計歳入歳出補正予算（第6号）

〇道路及び河川の崩土、流木等除去費 22,000千円

7月の梅雨前線豪雨災害による道路の崩土の除去や橋梁等に堆積した流木等の除去を行うものです。

村道小迫・竹の畑線 村道釜蓋線

山鹿川（上平川地内） 山鹿川（杖木原地内）

令和2年第9回（7月）臨時会

７月１７日、予算１議案について、臨時会が開催され、全会一致にて可決されました。

会計名等 補正額 補正後の予算額 補正の主な理由及び事業

一般会計 3,650千円 25,514,878千円

主な補正予算として新型コロナウイルス

感染症対策及び7月梅雨前線豪雨災害に

伴う補正です。

〇新型コロナウイルス感染症予防事業 2,650千円

村の公の施設（うぶやま牧場など4施設）に体温

感知カメラ5台を導入するものです。

〇ヒゴタイ公園キャンプ村電源復旧工事 500千円

7月梅雨前線豪雨によりヒゴタイ公園の電源施設

が被災したため、早急に復旧するものです。

62020（令和２年８月）産山議会だより



■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
伴
う
施
策

【
村
長
】

産
山
村
の
人
口
は
、
１
４

６
６
人
で
、
給
付
額
は
１
億
４
，
６

６
０
万
円
で
、
６
月
12
日
現
在
の
給

付
率
は
99
・
５
％
、
７
世
帯
が
未
給

付
で
あ
る
。
７
世
帯
に
つ
い
て
は
所

在
が
確
認
で
き
な
い
、
連
絡
が
取
れ

な
い
世
帯
も
あ
る
が
、
全
て
給
付
で

き
る
よ
う
に
よ
う
に
努
力
を
し
て
い
き

た
い
。

一
般
質
問

【
村
長
】

村
内
の
事
業
者
限
定
で
産

山
村
応
援
商
品
券
を
各
世
帯
に
配
布

し
て
い
る
も
の
の
、
厳
し
い
経
営
状

況
が
続
い
て
い
る
。

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
８

月
に
は
Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
が
開
通
、
10

月
は
国
道
57
号
北
側
ル
ー
ト
が
開
通

す
る
。

国
の
二
次
補
正
予
算
が
成
立
し
た

の
で
、
地
方
自
治
体
へ
の
交
付
金
が

ど
の
よ
う
に
配
分
さ
れ
る
か
明
確
に

な
れ
ば
、
効
果
的
な
支
援
等
を
提
案

し
て
い
き
た
い
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】

厚
生
労

働
省
、
文
部
科
学
省
、
県
か
ら
の
通

知
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
地
域

の
方
々
の
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
対
応
し
、
園
児
、
児
童

生
徒
の
安
全
確
保
に
務
め
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
）
の
実
現
で
第
２
波
、
第
３
波

の
休
校
に
も
対
応
し
て
い
き
た
い
。

高
校
生
、
大
学
生
に
つ
い
て
も
色

々
な
支
援
を
考
え
て
い
る
と
こ
で
あ
る
。

村
の
財
政
部
局
と
も
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

■
小
さ
な
拠
点
整
備
と
運
営

【
村
長
】

整
備
の
大
方
の
概
要
は
決

ま
っ
た
。
運
営
に
つ
い
て
は
も
う
少

し
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

【
村
長
】

で
き
る
だ
け
早
く
、
来
年

度
に
は
全
部
が
完
成
で
き
る
よ
う
や
っ

て
い
き
た
い
。

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用

渡辺裕文

議員

井春夫

議員

一般質問 ＊要約しております
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【
議
員
】

特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い

て
、
全
自
治
体
の
中
で
も
早
い
支
給

と
い
う
こ
と
で
全
国
ニ
ュ
ー
ス
に
も

な
り
、
産
山
村
の
知
名
度
も
上
が
っ

た
が
、
現
在
の
給
付
状
況
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

【
議
員
】

該
当
者
に
は
最
後
ま
で
届

け
る
よ
う
１
０
０
％
給
付
を
目
指
し

て
ほ
し
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

村
は
休
業
要
請
を
行
い
、
10
万
円
を

飲
食
・
観
光
・
宿
泊
業
に
給
付
し
た

が
、
経
済
状
況
は
悪
化
し
て
い
る
。

商
工
観
光
、
サ
ー
ビ
ス
、
農
林
畜

産
業
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
支
援
対
策

を
考
え
て
い
る
か
聞
く
。

【
議
員
】

第
二
次
補
正
予
算
で
は
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
が
一
次
補
正
の

１
兆
円
か
ら
２
兆
円
増
額
さ
れ
た
。

村
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
や
こ
れ
か

ら
村
に
移
住
し
て
住
も
う
と
す
る
人

た
ち
が
、
ず
っ
と
村
で
生
活
し
て
い

け
る
よ
う
い
ろ
ん
な
手
を
打
っ
て
も

ら
い
た
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
保
育
園
、

産
山
学
園
、
高
校
生
、
大
学
生
な
ど

新
し
い
生
活
様
式
も
含
め
た
今
後
の

対
応
は
？

【
議
員
】

新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
各
種

申
請
等
が
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

掲
載
さ
れ
て
な
い
。

阿
蘇
郡
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

バ
ナ
ー
リ
ン
ク
が
貼
っ
て
あ
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
等
が
基
本
で
あ
る
の

で
、
政
策
と
か
情
報
も
含
め
て
、
村

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
流
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

[

議
員]

小
さ
な
拠
点
整
備
の
議
論

を
始
め
て
２
年
以
上
経
過
し
て
い

る
が
、
整
備
や
運
営
方
法
等
の
検

討
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

[

議
員]

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、

土
砂
災
害
、
地
震
な
ど
に
対
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
備
え
の

た
め
に
も
小
さ
な
拠
点
の
取
組
み

は
重
要
で
あ
り
、
ど
ん
な
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
の
か
。

[

議
員]

現
在
村
で
活
動
し
て
い
る

隊
員
の
配
属
先
と
活
動
内
容
は
。



【
企
画
振
興
課
長
】

〇
企
画
振
興
課

１
名
（
産
山
社
小
屋
の
事
業
運
営
、

企
画
、
実
施
及
び
情
報
発
信
）

○
観
光
協
会
３
名
（
事
務
局
運
営
、

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
開
発
、
観
光

協
会
運
営
に
関
す
る
情
報
・
事
務
作

業
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

情
報
発
信
、
「
広
報
う
ぶ
や
ま
」
発

行
支
援
、
観
光
振
興
）

【
村
長
】

本
人
が
や
り
た
い
こ
と
、

ま
た
産
山
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信

で
き
る
人
、
将
来
産
山
で
起
業
で
き

る
よ
う
な
人
材
を
採
用
し
た
い
。

■
稼
げ
る
村
づ
く
り
推
進
事
業

【
村
長
】

将
来
の
村
の
人
口
維
持
と

存
続
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
稼
げ

る
村
づ
く
り
を
実
現
す
る
村
内
所
得

向
上
、
新
た
な
雇
用
の
創
出
、
移
住

定
住
促
進
に
取
組
む
こ
と
と
し
、
構

成
員
に
つ
い
て
は
、
各
種
団
体
や
内

部
で
も
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
企
画
振
興
課
長
】

役
場
、
商
工
会
、

観
光
協
会
を
中
心
に
一
体
と
な
っ
て

検
討
・
活
動
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
長
所
を
活
か
し
、
事
業
推
進
体

制
を
整
え
、
村
一
丸
と
な
る
取
組
み

と
な
る
よ
う
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た

い
。

【
企
画
振
興
課
長
】

村
民
に
事

前
説
明
会
を
行
い
、
７
月
に
第
１

回
起
業
も
の
づ
く
り
塾
開
催
を
計

画
し
て
い
る
。
事
業
実
施
の
工
夫

と
し
て
、
実
際
に
商
品
開
発
を
推

進
し
て
き
た
専
門
家
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
採
用
し
、
新
た
な
村

づ
く
り
協
議
会
と
連
携
し
、
相
談

窓
口
の
開
設
、
伴
走
型
指
導
体
制

、
専
門
家
へ
の
橋
渡
し
な
ど
を
常

日
頃
行
う
こ
と
で
、
各
参
加
者
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
、
提
案
、
不
安
や

悩
み
を
払
拭
し
、
心
理
的
に
障
壁

を
下
げ
る
商
品
開
発
と
起
業
に
取

り
組
め
る
よ
う
心
掛
け
な
が
ら
事

業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

■
防
災
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

【
総
務
課
長
】

２
台
で
２
８
２
万
７

千
円
で
場
所
は
、
奥
阿
蘇
の
宿
や
ま

な
み
の
河
川
前
と
杖
木
原
公
民
館
前

で
あ
る
。

井芳美

議員

小さな拠点予定地（ＪＡ支所跡地）

82020（令和２年８月）産山議会だより

一般質問 ＊要約しております

[

議
員]

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
も
色

ん
な
担
当
業
務
が
あ
る
が
、
役
場
の

中
で
業
務
を
言
わ
れ
た
と
お
り
に
手

伝
う
形
で
は
な
く
、
自
ら
企
画
し
、

場
づ
く
り
し
て
い
く
な
ど
の
自
由
度

の
高
さ
が
必
要
だ
。

採
用
要
件
を
見
直
し
、
地
域
で
生

か
せ
る
、
地
域
に
刺
激
を
与
え
る
採

用
と
活
用
を
行
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

[

議
員]

「
稼
げ
る
村
づ
く
り
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

が
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
体
制
作
り

が
非
常
に
大
切
で
あ
る
。

「
新
た
な
村
づ
く
り
協
議
会
」
の
設

立
を
予
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
目
的

と
構
成
員
は
。

[

議
員]

色
ん
な
協
議
会
を
い
く
つ
も

作
っ
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

ま
と
め
ら
れ
る
も
の
は
ま
と
め
て
、

人
材
を
育
成
し
な
が
ら
、
産
山
村
が

今
後
進
ん
で
い
く
方
向
付
け
を
し
っ

か
り
と
設
計
し
、
本
当
に
稼
げ
る
村

づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く

り
を
お
願
い
し
た
い
。

村
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
事
業
を

推
進
し
、
稼
ぐ
力
を
強
化
し
て
、
若

者
の
村
内
の
定
着
の
推
進
・
実
現
を

図
っ
て
、
機
能
す
る
事
業
と
な
る
よ

う
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い
る
。

事
業
の
中
で
「
起
業
も
の
づ
く
り

塾
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
が
、

こ
の
種
の
集
ま
り
は
特
定
の
者
し
か

集
ま
ら
な
い
傾
向
が
あ
る
の
で
、
村

全
体
と
し
て
の
効
果
が
疑
問
視
さ
れ
る
。

こ
の
塾
の
趣
旨
・
内
容
を
村
民
に
分

か
り
や
す
く
説
明
し
、
多
く
の
村
民

が
興
味
を
持
っ
て
受
講
す
る
よ
う
、

ま
た
そ
の
効
果
が
期
待
で
き
る
よ
う

な
工
夫
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

【
議
員
】

防
災
カ
メ
ラ
を
取
り
付
け

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
防
災
カ
メ

ラ
の
金
額
及
び
設
置
場
所
を
伺
う
。

【
議
員
】

個
人
的
に
カ
メ
ラ
に
つ
い

て
調
べ
た
結
果
、
３
６
０
度
が
25
万

円
、
１
８
０
度
が
７
万
円
で
、
こ
れ

は
防
災
も
防
犯
も
同
じ
仕
様
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
れ
に
付
随
す
る
レ
コ
ー

ダ
ー
が
12
万
円
で
、
設
置
工
事
費
に

つ
い
て
は
各
業
者
に
よ
り
異
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
電
気
料
と
し
て
、
月
６
０

０
円
程
度
が
か
か
る
と
の
事
で
あ
る
。

安
心
安
全
の
村
づ
く
り
の
た
め
、

個
人
的
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
取
り
付
け

た
い
人
や
地
区
に
補
助
は
で
き
な
い

も
の
か
。
村
が
設
置
す
る
と
高
額
と

な
る
た
め
、
安
く
買
っ
て
台
数
を
増

や
せ
る
よ
う
に
検
討
い
た
だ
き
た
い
。



【
村
長
】

今
年
度
は
、
水
害
等
の
防

災
予
防
の
た
め
に
設
置
し
た
が
、
子

供
た
ち
や
高
齢
者
の
事
件
事
故
等
が

い
つ
起
こ
ら
な
い
と
は
限
ら
な
い
た

め
、
そ
う
い
っ
た
簡
易
的
な
も
の
に

つ
い
て
も
今
後
協
議
を
重
ね
、
検
討

す
る
。

■
野
菜
園
芸
農
家
に
対
し
て
の
補

助
に
つ
い
て

【
経
済
建
設
課
長
】

施
設
園
芸
に
伴

う
た
い
肥
製
造
は
、
年
に
１
、
２
回

程
度
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
伴
う
ホ

イ
ル
ロ
ー
ダ
ー
と
な
る
と
、
他
へ
の

使
用
が
考
え
ら
れ
る
な
ど
汎
用
性
の

問
題
が
あ
る
た
め
、
補
助
対
象
と
な

ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

■
新
規
村
営
住
宅
に
つ
い
て

【
経
済
建
設
課
長
】

過
疎
債
を
利
用

す
る
た
め
、
そ
の
対
象
者
の
条
件
と

し
て
定
住
化
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
た
め
、
村
外
か
ら
の
入
居
が

条
件
と
な
る
。

【
村
長
】

限
定
は
、
で
き
な
い
が
、

で
き
る
限
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

■
花
の
温
泉
館
に
つ
い
て

【
村
長
】

３
月
定
例
会
で
述
べ
た

「
今
年
度
」
と
い
う
こ
と
で
話
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
状
の
建
物
を
活
用
し
な
が
ら
改

修
す
る
と
い
う
基
本
的
な
考
え
の
中
で
、

本
年
度
中
に
施
設
を
改
修
す
る
の
は

困
難
な
状
況
で
あ
る
が
、
素
案
に
つ

い
て
は
提
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
村
長
】

設
計
の
関
係
が
あ
る
た
め
、

今
年
中
に
は
、
提
出
し
た
い
。

■
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
増
額
に

つ
い
て

【
企
画
振
興
課
長
】

空
き
家
改
修
事

業
は
、
１
０
０
％
国
、
県
の
補
助
事

業
で
行
っ
て
い
る
事
業
で
あ
る
。

そ
れ
以
上
と
な
る
と
、
村
か
ら
の

一
般
財
源
が
必
要
と
な
る
た
め
、
現

在
は
補
助
限
度
内
で
実
施
し
て
い
る
。

【
村
長
】

現
在
は
検
討
し
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

杖木原地区防災カメラ

上止り山単身住宅

（ヒゴタイハイツ）

9 2020（令和２年８月）産山議会だより

一般質問 ＊要約しております

【
議
員
】

産
山
村
の
野
菜
は
、
安
全

安
心
を
モ
ッ
ト
ー
に
野
菜
づ
く
り
を

し
て
い
る
が
、
野
菜
作
り
に
は
た
い

肥
が
必
要
で
あ
る
。
畜
産
農
家
に
対

し
て
は
、
大
型
機
械
の
補
助
（
畜
産

ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
）
が
あ
る
が
、
野

菜
農
家
に
は
た
い
肥
場
や
ホ
イ
ル
ロ

ー
ダ
ー
等
の
補
助
は
で
き
な
い
か
。

【
議
員
】

新
規
単
身
ワ
ン
ル
ー
ム
ア

パ
ー
ト
を
建
設
す
る
が
、
入
居
基
準

に
つ
い
て
伺
う
。

【
議
員
】

今
回
、
建
設
す
る
単
身
住

宅
の
使
用
者
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
第
２
波
が
来
る
可
能
性
が
あ
り
、

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
入
居
者
は

役
場
職
員
や
教
職
員
を
優
先
し
て
入

居
さ
せ
ら
れ
な
い
も
の
か
。

【
議
員
】

毎
回
同
じ
こ
と
を
質
問
し

て
い
る
が
、
花
の
温
泉
館
に
つ
い
て

村
長
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
問
う
。

も
素
案
が
で
き
て
い
な
い
。

休
館
し
て
２
年
半
が
経
つ
が
、
い

つ
素
案
が
で
き
る
か
問
う
。

【
議
員
】

空
き
家
住
宅
改
修
事
業
に

よ
り
５
０
０
百
万
円
で
改
修
し
て
い

る
が
、
現
在
の
状
況
で
は
満
足
の
い

く
改
修
が
で
き
な
い
た
め
、
増
額
を

検
討
し
て
い
る
か
尋
ね
る
。

【
議
員
】

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
現
在
20
万
円
を
助
成
し
て

い
る
が
、
後
継
者
が
結
婚
し
て
自
宅

を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
際
の
増
額
助
成

は
考
え
て
な
い
か
伺
う
。

【
議
員
】

現
在
（
６
月
）
に
お
い
て



■
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

【
企
画
振
興
課
長
】

住
民
課
が
窓
口

だ
が
、
人
手
不
足
、
商
品
の
返
礼
品

の
種
類
、
事
業
者
数
が
少
な
い
等
の

課
題
が
あ
り
、
事
務
処
理
能
力
も
滞

っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

【
企
画
振
興
課
長
】

職
員
と
協
力
隊

で
事
業
者
を
回
り
、
新
商
品
と
事
業

者
を
増
や
す
と
同
時
に
、
県
産
品
の

馬
刺
し
・
あ
か
牛
も
取
り
扱
い
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
上
げ
る
。
他
市
町
村
の

サ
イ
ト
よ
り
見
劣
り
し
て
い
た
部
分

（
生
産
者
の
思
い
・
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
）

を
克
服
し
、
ま
た
、
事
業
者
に
対
し

て
新
商
品
の
食
品
表
示
方
法
や
加
工

場
の
許
認
可
の
方
法
も
指
導
し
て
い
く
。

【
住
民
課
長
】

レ
ジ
ホ
ー
ム
と
い
う

ソ
フ
ト
を
導
入
し
、
そ
の
シ
ス
テ
ム

で
情
報
管
理
・
発
送
業
務
等
の
事
務

処
理
を
簡
素
化
し
、
対
応
す
る
。

【
村
長
】

こ
れ
ま
で
は
、
村
の
産
品

が
中
心
で
あ
っ
た
。

今
回
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、
事

務
効
率
を
図
り
、
将
来
的
に
は
法
人

な
り
会
社
な
り
を
作
っ
て
運
営
し
、

長
く
産
山
を
愛
し
て
く
れ
る
方
達
に

商
品
を
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

■
農
業
後
継
者
育
成
に
よ
る
定
住

対
策
を

【
村
長
】

営
農
指
導
員
の
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
。

農
業
公
社
の
必
要
性
を
含
め
、
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
検
討
し
た
い
。

城本俊成

議員

岩下徳行

議員

農 業 公 社

102020（令和２年８月）産山議会だより

一般質問 ＊要約しております

【
議
員
】

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と

課
題
は
？

【
議
員
】

村
に
は
、
菜
園
の
野
菜
・

果
物
・
漬
物
・
米
・
ヤ
マ
メ
の
燻
製

・
肉
・
乾
物
な
ど
が
あ
る
。

年
間
定
期
便
に
し
た
り
、
星
空
を

生
か
し
た
星
空
観
察
指
導
付
宿
泊
券

な
ど
ア
イ
デ
ア
次
第
で
商
品
ア
イ
テ

ム
は
増
や
せ
る
と
思
う
が
。

【
議
員
】

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
、
リ

ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
な
が
ら
、
基
金

に
積
み
立
て
、
小
さ
な
拠
点
の
運
営

資
金
に
さ
え
回
し
て
い
け
る
。
法
令

を
遵
守
し
、
毎
年
伸
ば
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
。

【
議
員
】

村
の
喫
緊
の
課
題
は
、

人
口
減
少
対
策
あ
る
。
人
口
推
計

で
は
、
20
年
先
の
人
口
は
９
４
６

人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
数
字
は
、
村
の
存
続
が
で

き
な
く
な
る
数
字
で
あ
る
。

現
在
行
っ
て
い
る
住
宅
整
備
等

の
定
住
対
策
は
必
要
な
政
策
だ
が

、
併
せ
て
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
振
興
、
特
に
農
業
後
継
者
の

育
成
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、

人
口
減
少
を
止
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
は
。

手
法
と
し
て
は
、
農
業
公
社
を

設
立
し
、
営
農
指
導
員
の
配
置
に

よ
る
き
め
細
や
か
な
営
農
指
導
や

生
活
指
導
等
に
よ
り
、
農
業
後
継

者
を
育
成
し
て
定
住
を
図
る
こ
と

が
確
実
な
手
法
と
思
わ
れ
る
が
、

い
か
が
か
。



議会では、6月定例会の会期中であった6月17日に、昨年度の事業箇所や今年度の

予定箇所について、村内巡視を行いました。

村内巡視が行われました。

産山学園のＩＣＴ環境整備に伴う子供たちの

学習状況を見学しました。

昨年度から改修を行っているロッジの状況を

確認しました。夏休みまでの完成が急がれます。

やまなみゴルフ場前のヒゴタイハイツ（単身住宅）

2号棟の建設予定地の状況を確認しました。

今年度は、10戸の入居可能な施設を建設します。

道路改良の状況について現地を確認しまいた。、

現在は、防火水槽の移設が完了しており、本年

度中には、完了する見込みです。

産山学園 ヒゴタイ公園キャンプ村ロッジ

ヒゴタイハイツ2号棟建設 村道大利・菅生線改良

その他の視察箇所

御湯船温泉館改修 池山水源ベンチ改修 防災カメラ設置状況

村道乙宮・笹鶴線改良 うぶやま保育園外壁 うぶやま牧場改修

2020（令和２年８月）産山議会だより11



主 な 議 会 活 動
月 日 内 容 場 所 参加者

4月27日
第４回 産山村臨時会 産山村 議員全員

例月監査 産山村 監査委員

5月19日 全員協議会 産山村 議員全員

5月21日 第５回 産山村臨時会 産山村 議員全員

5月25日 例月監査 産山村 監査委員

6月5日 産山村議会運営委員会 産山村 議会運営委員

6月12日～19日 第６回 産山村定例会 産山村 議員全員

6月25日
第７回 産山村臨時会 産山村 議員全員

例月監査 産山村 監査委員

6月30日 阿蘇広域行政組合臨時会 阿蘇市 阿蘇広域議員

7月6日 総務文教厚生委員会 産山村 総務文教厚生委員

7月8日 全員協議会 産山村 議員全員

7月10日 第８回 産山村臨時会 産山村 議員全員

7月13日 阿蘇郡市議長会臨時総会 阿蘇市 議 長

7月17日 第９回 産山村臨時会 産山村 議員全員

7月20日 熊本県監査委員協議会総会 熊本市 監査委員

7月21日 例月監査 産山村 監査委員

7月22日 全員協議会 産山村 議員全員

7月28日 熊本県町村議会議長幹事会 熊本市 議 長

発
行
責
任
者

議
長

西
澤

正

編
集

広
報
特
別
委
員
会

阿
蘇
蘇
郡
産
山
村
大
字
山
鹿
４
８
８
番
地
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
９
６
７-

２
５-

２
６
３
５

編

集

後

記

「
議
会
だ
よ
り
産
山
」
第
10
号
を
お
読
み

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

７
月
３
日
以
降
、
熊
本
県
を
中
心
に
九
州

や
中
部
地
方
な
ど
日
本
各
地
で
発
生
し
た

「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」
は
、
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
広
が
り

は
地
域
経
済
に
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
村
が
一
丸
と
な
っ
て
知
恵

を
出
し
合
い
、
頑
張
っ
て
い
く
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
な
ん
と
か
こ
の
窮
地
を
脱
し
て
、
住

み
よ
い
村
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
議
会
だ
よ
り
産
山
」
は
、
村
民
の
皆
様

に
手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

引
き
続
き
紙
面
づ
く
り
を
工
夫
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
特
別
委
員

委

員

長

岩
下

徳
行

副
委
員
長

井

春
夫

委

員

井

芳
美

委

員

城
本

俊
成


